
デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ
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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。

このコテージの外観状の
ポイントのひとつにルー
フデッキ部分のスチール
製の手すりがあります。
これは丸パイプを連続さ
せたアーリーモダンなオ
リジナル商品です。もし
ここに既存のアルミ製手
すりを使ってしまえば、
内部空間のカッコ良い落
ち着きは、一瞬にして消
し飛んでしまうのです。

オリジナルの鋼鉄製螺旋階段がある半戸外の玄関スペースから、クルマを停車する場所を望む。外
部からの適度な光を取りこむウッドのルーバーはアクティブ感を演出し、艶消し鉄骨にメリハリ
とリズムを与えてくれます。豊富な観葉植物が、空間演出のポイントなのです。

硬質な艶消しの鉄骨と木質の天井。そして柔らかそうなベッドやシーツ。この取り合わせが“カッ
コよくて、落ち着ける”というワンランク上のリラックス感を演出します。興奮しているのに、ゆ
ったりと落ち着ける。夜はスポットライトに照らされた鉄骨がさらに愛着を増幅します。
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交
通
手
段
や
通
信
手
段
の
変
化
と
と
も

に
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
自
然
の
真
っ

た
だ
中
で
過
ご
す
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
形
式

の
旅
行
が
静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。日
本
に
於
け
る
こ
の
ブ
ー
ム
は
、そ
も

そ
も
北
海
道
の
ニ
セ
コ
に
通
う
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
た
ち
に
教
え
て
も

ら
っ
た
自
然
の
楽
し
み
方
と
言
え
ま
す
。

余
分
な
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
と
せ
ず
、
大
自

然
で
目
的
を
満
喫
す
る
こ
と
に
集
中
す
る

宿
泊
ス
タ
イ
ル
。
本
誌
で
も
何
度
か
ご
紹

介
し
て
い
る
、
出
雲
の
モ
ー
タ
ー
リ
ゾ
ー

ト
も
四
季
折
々
の
日
本
海
と
山
陰
独
特
の

夕
日
を
感
じ
る
た
め
に
、
国
内
は
も
と
よ

り
欧
米
か
ら
も
お
客
様
が
詰
め
か
け
て
い

ま
す
。ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、オ

フ
シ
ー
ズ
ン
で
も
予
想
を
大
幅
に
上
回
る

大
盛
況
。
ま
た
、
出
雲
で
は
ほ
と
ん
ど
の

グ
ル
ー
プ
宿
泊
客
が
、
施
設
側
で
セ
ッ
ト

し
て
い
る
地
元
の
肉
や
魚
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
注

文
。板
前
も
仲
居
さ
ん
も
必
要
な
い
業
態
。

当
然
運
営
経
費
は
軽
い
の
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

タ
イ
プ
の
モ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
コ
テ
ー
ジ
の

実
際
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
コ
テ
ー

ジ
は
間
口
３
ス
パ
ン
×
奥
行
き
５
ス
パ
ン

の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
Ｆ
は
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
を
駐
車
す
る
屋
根
付
き
ス
ペ

ー
ス
と
半
戸
外
の
玄
関
。
そ
の
外
周
は
木

製
の
ル
ー
バ
ー
で
囲
わ
れ
、
内
部
は
観
葉

植
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
趣
。
鉄
骨
の
素
材
感

と
豊
穣
な
グ
リ
ー
ン
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、

こ
の
開
放
感
を
増
幅
す
る
の
で
す
。

　

螺
旋
階
段
を
上
が
っ
て
２
Ｆ
へ
。
そ
こ

に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
イ
メ
ー
ジ
の
ル
ー

フ
デ
ッ
キ
と
ジ
ャ
グ
ジ
ー
が
あ
り
、
そ
の

先
に
は
豊
か
な
寝
室
が
。
寝
室
は
余
分
な

デ
ザ
イ
ン
要
素
を
削
ぎ
落
と
し
な
が
ら
、

ウ
ッ
ド
系
の
温
か
み
と
、
露
出
し
た
鉄
骨

の
素
材
感
を
調
和
。
そ
れ
に
外
部
の
大
自

然
や
グ
リ
ー
ン
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、

組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、〝
落
ち
着
き
の

あ
る
カ
ッ
コ
よ
さ
〞
と
い
う
新
感
覚
の
空

間
が
出
来
上
が
る
の
で
す
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
旅
も
変
わ
っ
て
い
く

コ
テ
ー
ジ
型
宿
泊
施
設
の
実
際
例

鉄
骨
の
素
材
感
と
大
自
然
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
静
か
に
楽
し
む
た
め
に
、

“
落
ち
着
き
”と“
カ
ッ
コ
よ
さ
”が
同
居
し
た
、新
し
い
モ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
型
コ
テ
ー
ジ
の
誕
生
で
す
。

5
棟
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デイトナ ハ ウスの
ある暮らし

　

北
海
道
は
苫
小
牧
市
内
に
あ
る
ガ
レ
ー

ジ
ア
パ
ー
ト
Ｇ
Ｌ
Ｂ
。そ
の
名
も『
エ
リ
ア

０
５
３
』は
、デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
軽
量
鉄

骨
ガ
レ
ー
ジ
ア
パ
ー
ト
第
１
号
と
し
て
２

年
前
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
３
棟
で
世

帯
数
は
26
世
帯
と
い
う
大
型
の
ガ
レ
ー
ジ

ア
パ
ー
ト
で
す
。
第
１
号
物
件
と
い
う
こ

と
で
、
当
初
の
入
居
率
は
思
う
よ
う
に
伸

び
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
ア
パ
ー

ト
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
大
家
さ
ん
の
栗
林

さ
ん
の
積
極
的
な
賃
貸
経
営
で
す
。
大
家

さ
ん
自
身
が
ク
ル
マ
好
き
で
、
モ
ー
タ
ー

ラ
イ
フ
関
係
の
交
友
も
多
岐
に
渡
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
交
友
関
係
を
利
用
し

て
、
地
道
に
部
屋
を
埋
め
て
い
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
今
で
は
空
室
は
ほ
と
ん
ど
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｌ
Ｂ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、
鉄
骨
の
素
材

感
や
１
Ｆ
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な
ガ
レ
ー

ジ
空
間
。
２
Ｆ
の
力
強
い
鉄
骨
の
梁
と
豊

か
な
吹
き
抜
け
な
ど
に
ほ
れ
込
ん
で
、
こ

こ
で
の
暮
ら
し
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
代
わ
る
よ
う
な
物
件
は
そ
う
簡
単
に
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
必
然
的
に
満
室
経
営

に
到
達
し
ま
し
た
。大
家
さ
ん
の
、ク
ル
マ

好
き
な
ら
で
は
の
積
極
的
な
賃
貸
経
営
。

今
回
私
た
ち
は
そ
の
典
型
的
な
実
例
を
取

材
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
地
元
の
バ
イ
ク
好

き
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
『
サ
ン
ド
カ
ー
ニ

バ
ル
』
へ
の
ア
パ
ー
ト
名
〝
エ
リ
ア
０
５

３
〞名
義
で
の
協
賛
と
出
店
で
す
。そ
の
会

場
は
、
北
海
道
全
域
か
ら
サ
ー
フ
ァ
ー
が

集
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
、
苫
小
牧
の
海
岸
線
の

浜
厚
真
。
そ
の
美
し
い
砂
浜
を
愛
機
で

４
０
０
ｍ
走
り
抜
け
て
勝
敗
を
競
う
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
。
美
し
い
砂
浜
に
轟
く
爆

音
、
サ
ン
ド
上
を
走
る
為
運
転
の
隠
れ
た

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

当
然
当
日
の
来
場
者
に
は
、
鉄
骨
ガ
レ
ー

ジ
ア
パ
ー
ト
エ
リ
ア
０
５
３
の
名
前
は
知

れ
渡
る
と
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
打
ち
上

げ
も
エ
リ
ア
０
５
３
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
イ
ベ
ン

ト
を
主
催
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
招
い
て

最
高
の
夜
に
な
り
ま
し
た
。

オーナー自ら遊ぶ積極賃貸経営
アパートの大家さんご自身が、地元のモーターイベントに協賛し、ブースを出して地元の
モーターフリークと交流する。新しいタイプの積極的賃貸経営のイメージがここにあります。

／ 北海道苫小牧　AREA053

写真はエリア053を賃貸して、女性用のエステサロン
を営業している実例。1Fには経営者の友人のハーレーが
鎮座する。この絶妙のバランス故、大繁盛店として継続
中。そのほかにも事務所、SOHO、工房アトリエなど、い
ろんな使い方ができるところがGLBのもう一つの魅力
なのです。

住むだけだけじゃない！
GLBの新しい使い方

栗林秀光さん

特長のあるガレージアパート
を真に求めている人に情報発
信するには、従来の不動産紹
介のポータルサイトでは難し
い。例えば賃貸サイトで“ガレ
ージ付き2LDK安い順”で検
索しても、GLBは出てこない
からです。栗林さんは、エリア
053のアカウントでSNSを
駆使して、モーターライフの
情報発信をされている、これ
からの時代の新しい大家さん
像を体現している方なのです。

イベント終了後は
エリア053で打ち上げ！

サンドカーニバルが終了後、主催者
グループをエリア 053に招いてバ
ーベキューを囲んだ打ち上げ大会を
行った。艶消し鉄骨に共鳴する競技
参加マシンを見ながら、あおるビー
ルは言うこと無し。来年の計画話に
早くも花が咲く。街中のバイク好き
のハブになっている人たちとの交流
で、エリア053自体もバイク好き&
クルマ好きのハブになる日も近い。

GLBを普及すべくサンドカーニバルに出店! !
エリア053が出店したのは、北海道初のモーターサイク
ルオンリーのサンドドラッグレース『サンドカーニバル』。
自分達でできる限りの事をやり、あまりお金をかけずとも
皆が楽しめる事をコンセプトに、主催者の計良さんが手弁
当的に2017年にスタートしたイベント。会場となるのは、
今や全国から6万人以上のサーファーが集まる浜厚真で、
ここにある広大な砂浜を使用して競技が行われるのです。
レギュレーションは、リアサイドショックかリジットフレ
ームなら、メーカー、年式、エンジン形式は問わないという
至ってシンプルなもの。そんな国産、外車問わずの様々な
マシンが、真っ青な海をバックに砂埃を巻き上げながら駆

け抜けるシーンは見ていて
とても楽しいし、アットホー
ムな運営方法も北海道の大
地にピッタリな、とてもまっ
たりして素晴らしいイベン
トなのでした。

エントリーマシンの多様さがこのイベントの魅力

KX80やVマックスという大小問わない排気量の国産勢から、
王道のハーレー勢などエントリーは多岐に渡り、各々オフタ
イヤやバルーンタイヤをセットし競技に臨む。レースは2台
同時にスタートし、先にゴールがした方が勝ち上がっていく
分かりやすいトーナメント形式を採用。

レースはレディース、シングル、レギュラーの3クラスに分けられて行
われる。レギュラークラスの優勝はGSX750Sの松岡さんで、2位は
マッハ500SSの緑川さん。

デイトナハウス×LDK本部 TEL：03-6228-4933　URL：daytona-house.com

ビッグFC苫小牧中央店
0144-82-8220　big-tomakomai-chuo.cbiz.co.jp

入居に関するお問い合わせ先

デイトナハウスのガレ
ージアパート GLBの第
1号物件として、本誌に
も何度も登場した有名物
件。3棟、26世帯という
かなり大型の物件。北海
道仕様のため、ファサー
ドのサッシはガラスウォ
ールではなく、樹脂サッ
シを装着、断熱は板状の
断熱材ネオマフォームで
全面外断熱。
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